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住宅の暇庇に関する 基礎的研究
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A fundamental Study on the constructual Defects of House in ..Japan 
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第 1章序 説

1 r碩疫」という周癒について

数年来，住宅における設計・施工上の Defectは，欠

陥ド灰色欠陥?クレーム，3}等の用語を用いて表現されて

きている。欠陥は言うまでもなく米固め弁護士R.ネー夕、

ーが「欠陥自動車」の告発をしてからー秘の流行語となり，

住宅に関しでも「欠陥建先住宅j. r欠陥プレハブj，r欠陥

7 ンション」等広<u宣伝されるようになった。従って民法

でいう殺抗担保責任を問えない程度のDefectを灰色欠陥

と名付けたり.広〈居住者の苦情応答ということでクレ

ームという言葉が用いられたりする。本局文では学問上

の用語として民法566粂， 570粂， 637条等てイ止用されてい

る「暇統」を敢えて採決する。何故ならば請負契約や売買

契約上の物件としての住宅に出現するDefectは社会的問

題として法的な処裂の対象とするになじむからである。

JIllJiAの範囲は一般的にはあいまいである。クレームと

言われるものの中には，たとえばRC.i立の住宅の壁に釘

が打てないとか，銅製の玄関ドアに結派するとか，日月ら

かに椴統といえないものまでが含まれる。またJIll4aEのな

かには直接的に生命や財産の保全を勧かす構造上の欠陥

と表現する方が適切なものや，壁体の機能上の遮断性能

にあらわれる欠陥等が含まれる。これらの関係を図-1

に示す。7[;来.施工に起因する犠造的欠陥iや遮断性能的

欠陥は直に補償さるべきものであり.それらを定量的に

追究することは比較的谷易である。一方， JIli4aE範囲の外

.M造的欠陥
⑮倒的欠陥

⑩臓の範囲。クレームの範囲
図-1 破戒の構造

縁あたりを占めるJIll焼はそれらの定量的表現もむつかし

しかっ請負者または販売者の担保責任の対象となるか

どうかの分別の判断自体が甚だ困難である。放に本論文

では主として前述の欠陥部分を省いたJIll統の範凶につい

て研究するものとする。

2.既研究について

住宅の取抗に関する研究は数例の実態調盆によるもの

以外， 非常に乏しいのが現状である 。 この }J~凶は間組意

識が低調であるということではむし問題の本質的な客

観的探究が方法諭的に非常に難しいということによるの

であろう。以下若干の研究f~IJについて解説する 。

(1) 大阪府建築部建築指導課，大阪府住宅供給公社 :

民間住宅建設合理化推進に関する調査研究報告内，昭

50年12月一一民間持家住宅の住生活上の問地ーを含んだ

計画的課題を明らかにし，住宅として{耐えるべき条件

を佐立することを目的とする研究であるが.その中に

クレームの発生とその処理を扱った部分がある。一応

クレーム発生の部位 ・傾類・時期等が調坐され，住宅

に対するアフターサービス等に及んでいる。

(2) 京都大学建築学科呉研究室 :L(Ull高層住宅の住毛

計画に|却する調傘研究，目白531f.7月一一 建設省の依託

研究として行われたもので¥調盆研究の部分として前

者同様クレーム発生の実態を扱い.補修の実態に lえん

でいる。

(3) 松本恭治，河野晃一郎:分譲集合住宅の欠陥と之

初化について(東京都公社住宅の場合l，日本建築さ{:会

大会研報傾概.昭和54年10月一一分泌集合住宅の縦持

管理上の現状よりの問題点を明らかにしようとする品目j

11:研究て 1R点は.t化の問題にあり取抗は副次的に扱

われている。

以上の文献{心、ずれも住宅の暇抗を中心(11謀題とする

ものではないので必ずしも般杭の詳細な実態を犯似して

いるものとは言えず.またJIll続発生の時系列的な検討や

住宅の諸要議と倒i坐する因果関係の明確化等については

充分な学的験討をしたものとは言えない。

)
 
-(
 

brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

provided by Osaka City University Repository

https://core.ac.uk/display/35275002?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1


-130- 住

3. *研究の意援と 目的

本研究では住宅の破抗は，ある程度避けられないもの

と仮定している。これは多くの設計 ・管理の経験をふま

え.かつ世上一般の住毛建設の実態の見聞に由っている。

たとえばfJ'lt庇のjI[保責任の有無の限界について千年観的な

質および量に関しては未fご検討されたことがないという

のが現実である。こ、に.住毛胞工にあらわれるJfi続の

実態を解析し.その聞に存ゐ:する法制性をQ出し，設計・

施工上の技術的な資料を求めて在来工法や各H(の工業化

工法による住宅の質的向上をJtり.住文化の向上じ資す
ることが本研究の意義である。また研究の成来は綴抗補

償に対する騎住者の利用しやすい法的・行政的制度:の探

究のためや.住宅地工上の椴IilE保障の望ましい年阪を越

えたl;化にともなうお1flJiに対する保険保障制度の創設の

ための法礎的炎料となることが期待される。

本研究をJよ礎的研究と称していることは次に予想され

る本格的な研究の予備ないし応礎的性絡をもたせている

からであリ.本研究の目的1;1:先づ取抗保障の現状を調べ

肘住者が指摘する~l杭を傾~i別.れu支別，発生部位別に

求め，実態を明らかにすることにある。また次いでそれ

らの!J!l続発生め10年間にわたる続年変化を追究し、更に

~xlilEの盆 .w と住宅極ま~i. 住宅生1奄 ・供給方式.ナftド1図

書宇との凶米:関係を検討し.その附に存在する法目IJ性を予

知することを目的としている。

第 2章調査概要と

対象住宅の諸元

1.調査概婆

調作対象として建売住宅.分J良アパート，プレハプ住

宅，注文住宅glJに.また，注設年度として建築申舗が昭和

43年度、 48年度.50年度.52年度(竣工後夫々10年.5年.

3年. 1.q:)別に合計約1，000住宅をとった。なお対象と

してお級tt毛および極端な Il~級住宅を避けるために.住

宅金融公140:には決される7ラスの{主主iを大阪府 ・市の建

築申請書等より無作為て・抽出した.たずし建先住宅とし

ては前述の条件を満たすよ う屯鉄経営の建売分段1:1二宅を

Hi用した。大部分は大阪府下の住宅であるが.-nllのア

ノ、ートおよび包鉄建売住宅に兵崎県と奈良県のものが含

まれている。 lJI4炎票の回収結来を住宅椅Ui別 ， 主主~年代

別に表ー 1にポす。

なお調査の尖施1;1:昭和54年 9-10月におこない，アン

ケートは一部郵送，一部訪問配布とし.回収は全部郵送

とした。 d肉食項目は内装.外装.f毒i主，設備.遮断性能

等41項目の庁'1mについて部位別にその発生数，発生時期.

%になるね!変.補修状況.fiti修依頼先.補修後の状態等

居 学

表-1 回収結果

健司z・・ .1竪!l・e 分・y.守ート プν，、プ住宅 俊文住宅合 ‘食

.代 戸《‘3 戸('‘》 ，. ('‘ 声【‘) 戸(..)
541.'-4"7.・ •• (1‘!‘} .. ( 4.2) 11(2・1) • (10.1) ..(lu)1 

S'1.'-.9.畠 2・ (2t・}s2 (1a7) 20 (217) 1&(1曹，申} 8・【..・〉

54'.I-5L8 11 (.0.') 12 Ua.1) 11 (14.8> 26 (~ L8 ) 且1(26.l)

56 L9-51. & 18 (2L・〉%T (28.・}.. OU)  22 (27.8) 95(21.6) 

S 5 19-畠 ...0 1 ( U)  o ( 0 ) . ( ‘・} 9 (1l4】 14( 4.0) 

合 計・・ (10.) 15 (10・}8・ (1・・}7， (100) 348(100) 

を問うた部分を主体としているが，他に契約香の有無.

契約書類の破統{呆E正の内容，アフターサービスの状態.

破綻苦情先，希望取続保証期間等の項目に及んでいる.

2.対象住宅の諸元

対象住宅を生産・供給方式で分類し褒-2に件数を示

す。ただし分類 lは成る穐のプレハブ住宅に見られるよ

うに生産 ・供給が同一法人によってなされるもの，分傾

2は!!)Zる械の分譲アパートのように生産関係は同一法人

で供給が別法人となっているもの，分類3は或る般の11l

鉄建売住宅のように訟計 ・監理・ 供給が同一法人で施工

のみ別法人のもの，分類4はiJ)Zる種の分譲アノマートに見

られる設計 ・監理が伶l一法人で施工.供給が夫々別法人

のもの，分類5は設計事務所で設計・監理をし別の施工

法人を使う一般的なパターン，分類61;1:或る種の分決ア

ノマート に見られる設計 ・施工を同一法人とし工事鮭理.

供給が夫々別法人でなされるものである。

表-2 住宅の生産供給方式

生産
供給 住宅皿銀 戸 数 'も設計雄工曽理

1 。。。。注文住宅・アν，、 1 52 . 3. 9 プ 升瞳アパート

2 10  。。 X 升畠7""ート 56 1 6.2 

3 x 10  x x 絶尭住宅 1 03 29.8 分量 7バート

4 A 016  X 分瞳アバー ト 10 2.9 

6 A 0 16 ー注文住宅 8 2.3 I 

6 616  。x 分且アパート s 1.4 

O印 lI!工.Iーヵ ー某 &印 量計事曹所11<

X印 販売革 。司 監理事聾所畢

次に対象住宅のm造を住宅穐類別にプレハプ住宅を除
外した分を表-3に，プレハプ住宅のみを表-4に示す。

また対象住宅の延べ蘭綴の分布を住宅俺類別に表-sに
示す。これよリ殆んど全部の住宅が金融公庫の融資対象

住宅位度の規伎であることが分かる。また住宅建設・取

得の資金関係の綿成を住宅騒~Ji別に褒- 6 に示す。 なお

資金関係の細目を検すると，公的資金融資の91.2%は金

融公}ojlによっており，民間資金融資では89.6%が銀行ロ

ーンによっている。以上の領自の外に住宅建設以前の敷

地の地目(用途).住宅の階数等を検べたが省略する。た

( 2 ) 
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だし雨漏りの椴庇については分譲アパートの場合，最上

階であること、関係するので表ー 7に住戸位遣の分布を

示す。

表-3 住宅の構造(プレハブを除く)

よぞ?建売住宅 分量園アバー ト 桂文佳宅 合計

戸('l(，) 戸('Io) 戸('l(，) 戸('l(，)

* 
遭 78 (92.8) 。( 0 ) 73 (96.1) 1 ~ 1 (~9.2) 

眠踊コンクリー+ 4 ( 4.8) o ( 0 ) 3 ( 3.9) 7 ( 2.7) 
最 骨造 。( 0 ) 。( 0 ) 。( 0 ) o ( 0 ) 
プロ y タ適 。 ( 0 ) o ( 0 ) 。 ( 0 ) 。( 0 ) 
s R c 。( 0 ) 9~ (100) o ( 0 ) 95 (37.3) 
'" '"抽

2 ( 2 白血 n ( n ? ( n Q 
告 計 84 (100) 95 (100) 76 【100) 2~~ (100) 

表-4 プレハプの構造

表-5 延 床面積、111II!!I!佳司監 分.Tパート プレハプ住宅 注文住宅 合併
戸(") 戸(") 戸(") p(免】 戸(..)

-.・6未a 。( 0 l( U ) 。( 0 ) 1( 1.3) 2 ( 0.6 

'9.5以上-82.6;帳網 ，.【11.9 78 (84.7) 7( 8.2) fi( 6.4) 10S(8l0 

...以上-U5.5J長a U <64.8) 10 (lU)  6i (69.S) 40 (5¥.3) 】55(45.1

I出 S且上-1叫五未薗 15 (17.9】 2【 12) 15【17.8) 29 (37.2) 61 (18.0 

1・8.5o.ょ 8 (・..) l【 11) 4( ...7) 3 ( 3.8】 16( 4...7 

合 '十 8' (100) lJ2 (100) 85 (100) 18 (100) 339( 100 

表-6 資金融資

表-7 分譲アパートの階数

階数 戸数(")

5 3 ( 8.3) 

6 8 ( 8.4) 

7 15 (15.8) 

8 23 (24.2) 

10 2 ( 2.1) 

11 23 (24.2) 

12 6 ( 6.3) 

14 15 ( 5.8) 

iヨL 計 95 (1∞) 

3.居住者の社会的属性等

居住者のもつ社会的属性等の諸条件はアンケートに対

する応答と関述するので.住宅縄類別に家族人数を表-

8に.i止*主年令を表-9に，世術主の職業を表ー10に，

( 3 ) 

収入を表ー11に，永住意識を表ー12に示す(住居観につ

いては省目的。以上より見れば分譲アパートの世借主は若

干者年層が多<.永住意識も弱いが，他は従来金融公庫

利用腐と称してきたものと大差はない。

表-8 家 族数

ぷて '戸E偲(・住}宅 分戸E(7‘パ〉ー争 プ戸ν{ハ‘プ食}調E 注戸文{・住)宅 戸合(‘併} 

1 。(0 ) I( l.4) 。( 0 ) 。(0 ) 1( 0・〉

2 5( 7.7) 6( 83) 6(・0) 1( 8.1) 21( 7.8) 

s 16(副.s) 16(閣8) 7( 10・〉 12( 18.2) 同(18b) 

• 目(叫.) .2(岨3) .3(臼 2) 3<( 51.5) 1<8(54.1) 

s 14(21.6) 5( 6・) 9( I・‘〉 l‘( 21..) 42( 15.6) 

e 3(・.) 3(‘2 ) .( 8.0) .( 80) 10( 8.7) 

12( I伺 ) 72( I岨 ) 前(1岨) 曲 (1曲 〉 町O(I帥 }

表-9 世 帯主の年令

ふだ 竃開完〈住・宅} 妙問.{7，s-験 プν声(、ず・住〉宅 注声文{‘金)毛
合計. ) "(‘} 

~日 。(0 ) 。(0 ) 。(0 ) 。( } 。(0 ) 

20-29 I( 1..) 7( 7') '( .・〕 1( 1.3) 12( ...) 

80-89 ，.【1・a) 品(・7.6) 15( 1・2) 21 (26・〉 蝿 (.u)

40-49 ..(邑') 2・'"U) ，.(・7.7) 剖 (48.0) ，'''(岨')

50-日 副【盟..) 10( 11.1) 坦 (25.0) 21(....) 円 (22.6) 

.0- 7( 8.<) .(“ ) 5( 5.7) 2( 2.5) 18( ..) 

合 自陣 凪(1帥 ) 岨(1曲 ) 曲(1曲 } 7・(1岨 } 醐 (1冊)

表-10 世帯 主職業

l-qT 電F舞〔伎‘司f分.同7{，a‘-}， プ νハ‘デ}盆司同〈
註，，(文‘往)司E 戸合【 ‘計} 

-・門彼術的.. 8( 9.0) 'l1(曲。) l・(18..) 17(22.7) 団 (20') 

'碍 的 .. '0(48.2) 23(2M) 47(回り 島{掴3) 1..(・0.2.) 

.!!i的 .. 17( 20.5) 19(2.1.1) 10( 1l.4) 1Z( 16.0) 国 (17.3) 

同医4際的 ・ . I3( 15.1) 14( 16.6) 7( 8.0) 11(1‘7) ω( 18り

a・綜a・集曲.. 。(0 ) 。(0 ) O( ， ) 。(0 ) 。(0 ) 

.‘ • 。(0 ) 3( 3.3) 3( .‘) I( 13) 1( 2..1) 
-門・1(11・"“ .( ...) 2( 2.2) 4( 4.S) 8( 8.0) 8( 2..4) 

その偽 '( 2.') 2( 2.') 1( 1.1】 .(・.) 15(‘..) 

合 a仲 回(l師) 拘 (1冊) 岨(1曲 } 16( 1田〉 描 (1曲 )

表-11 対象世帯の所得

訟で ."flを
静.7，.:...ー .，V~プ住宅 桂文住宅 .. .除

，.(‘3 ，.(噂〉 ，.(4) 声(‘) 四{・}

.‘，，，.・・ 4(・a】 17(13・〉 t【1.1) .(・4) 訂(1.1) 

陣取F醐 方議鋼 初{・u) 岨(....) 箇{岨.7) -・〈桂川 l蜘(輔1)

制崎万'ー肺晦万， .(..0) 11(12.1) 41(41.1】 lt(温4) "(旭川

制栂芳....盟国島芳 ・ t( llJ) S【U ) 1( 1.0) 4( U)  担(.咽}

.. ・方' 1(1.6) 4【U ) O( 0 ) 1( 1.1) T( 21) 

• '暗 曲(1崎} 00(1伺} 17(100) 時(1帥} " (1柑 }

表-12 永住定、議

よ¥ぞ!.，. 住宅 崎.T，~_ー プνハプ住宅 桂寛笹宅 .. J鴎

戸(‘】 声{‘} ，・t・} 戸{・} 同(‘}

1'0'住むつ もり 舗〈ωs) ー【骨'.') 時{駒川 !)7(7U:】 1白 (47ι〉

ー仲住むつ島η 1・(lt1】 前{岨7】 2I(鑓4) lS(lU) '1(揖A)

手守>>>...晶~ば賓拘内たい 11(.・} ー.(掴・} 7(且a】 { ・・) 制(1111) 

すぞ "'''町たい 1( I ~) I( 1-2) 。(0.) 。【 0) 事(01) 

"から老い ー(1.2) 4( U ) .(‘.) 。(0 ) u( 4)) 

• .防 • 。{網.) M ・.) 。(0 ) 。(0) a( 0.1) 

合 .時 岨(1個} 11(1僧} 前(1帥】 神 (1伺】 140(1開〉
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第3.顎疲保証期間の制度，
実態，居住者の希望

1.預疲保紅潮間の制度的保僚について

一般の建物のE背負契約の場合は椴庇担保の責任期間は

木造1年，非木造2年となっている(民法637条).一方，

一般の建売住宅，分綴アパート等の場合'i売買契約とな
り，綴続担保責任の存続期間'i1年となっている(民法
566条.570条)。 このような制度を補うために建築関係団
体が「四会連合協定約款」の第23条て'工事務負契約に繍負

者に加重責任を負わせたり.社団法人高層住宅協会やプ

レハプ協会カ吻日重規定を設けている。しかしこれらは非

加入業者に対する拘束力はない。以上をまとめて褒ー13

に示す。

他方，欧米諸国では施工業者を対象とした住宅保証保

険制度が採られている例がある (表一14参照)。 これは

公的に支持された業者聞のtfl害保証保険制度というべき

ものであろう (我国にも工事中の不測の事故による般害

保証をするために業者加入の雄政損害保証協会の制度が

あり本制度に似ているが，工司~{棄の保証はしないL

表-13 現在の殺続担保期間

~ • • • • 
量ーー ・・ .e・t肉圃ー・・・】 . If 

民量・・・7・ 1 ・

適合x. 1・(. .1 
司働局鼠 内・-・a岨'圃c...・...
...・ ー.(....:rj，l，恥ーー・】 向."凪a・量.c
ー‘(. .1 

-・喰C.・E-dza・・A圃・・R・ 値ι・ '̂-・.I!'."
10"<・・・':111"，，9ー・}

w・T "ー ト • • -馳時:ー.....奇喧亀"句合唱E "'7.-.-ー司，...

ー.(..・.・・_..) '‘町"・ ー咽・;t.....~ ずv..ず.竃.主ず"'.....，..宅 •••• 1・.(:IIY#噌ーー屠〉 馳句:f. 相 .:1-惇

表-14 各国の住宅保証保険制度

序;4(，~オ同抑制552| ・
ee・i. '"卜.F~刈叫!俺 ・ lisi:詰自主?おおよ話;;
働ドト・叶 1 -''''1 川 .I M 怠|聞広|“2422れru~~~-t.れも.

・|嗣H 川 島|川左 :殉'"I ~C:C.~::'f-1("" 
s ・ぃ・ 1問削例制帽ド-........J守~~. ~!~:~竺~~~"."IC・4:'"

け叶 t・什 1-1"広三1"1..‘ !句・|酬吋・，.... 
オ・偉い.. =~~~時 1 M 左 1 ・ ..1 ・・a帽剛創世~" t川 .

2.穏庇保鉦の実態

独立家屋についてのみ工必に関する契約舎があるかど

うかを質問した結果を表ーISに示す。本調査の建売住宅

は電鉄経営のものを採っているので有と答えたものが28

件あるが，回答率が小さいことに問題があろ う。注文住

宅では回答率100%で86%が有と答えている。

以上の詳細を見るために自分の住宅の保障期間の板拠

を問うた回答(袋一16)より省察すると，請負契約啓，保

証ttr-.私的な約束舎による椴庇保証の分布の大婆を知る

居 学

ことができる。ここに.自宅の保障期間の実態を主要滑

造音s.内装・設備等別に夫々表-17.表一18に示す.両

表ともに20年以上を指摘しているのは単なる口約束によ

るものであろう。これらを除外して考祭する と.一方で弘

は住宅の取抗保証制度について居住者が余り留意してい

ないということもあるが，前述の制度的保証に対して実

態は相当混乱しており無秩序的状態に放置されているこ

とが理解できょう。

表-15 契約舎の有無

住宅圃積
鐘売住宅 プレパプ住宅 注文住宅 j日h、 計

|舞曲・@荷量 戸 (1‘〉 戸(~】 戸('Iro) 戸('Iro)

司R 28 (88.8) 61 【8L7 ) e8(・・1) 149 (78.0) 

蝿 11 (31.7) 18 (18.3) 11 (18.9) 42 (22.0) 

合 計 41(100) 71 (100) 79 (100) 191 (100) 

表一16 保証期間の椴拠

1:-メ竺圃 .lI!住宅 分瞳7'"ート プ加ザ住宅 桂文住宅 合計声('Iro) 筒 (，，) I'f( 1‘】 戸('Iro) 戸1，‘
工..闘員聾駒.による 8 (14.8) 6( 7.1 18(22.1) z・(6LO) 66(~' ) 

風入崎の保亘書による 2・(・8.2) 62(74.3 ) U(H・) 8( 16.7) 12・t且 7)

量暑との型的曹による 1・(18.5) 9 (12.1) 7 (100) 8 (15.7) 8・(lU)

その. 10(IU) 4( 5.7) 4(67) !( 17.6】 .7 (ILO) 。 It 5・(10. 70 (10・~ .00 IUH!曲

表一17 主要構造部の保証期間

限 ‘l'宅住 句E 分・T"骨ト プレハプ住宅 t童文住宅 合併
戸("，) p ("') 戸《‘〉 声('‘》 戸("')

u I ( LI 2 ( 12) 。 【@ 1 ( z.o • ( L1 

2 19 (2$.1) 14 (2!.!) 17 UU  18 (J1.7) •• (2U) 

2 2z (4U)  3・t・1・} 28 <8'.4 • (18.1) 98(・U)

s . ( ，‘} a ( 4.8) 7 ( u 5 (10.'】 20 ( ..) 
s 3 ( 57) 4 t ..3) 11 (".) 1 0 (20.4) 28 (119) 

1・ 2 ( 3.8) 1 ( U ) 7 ( U ... ( 82) a・(.・}
20 1 【 19) o ( 0 ) 1 ( L4) 。 (0 ) • ( 08) 

• 0 。 【o) o ( 0 ) 。 《・} ) ( %.0) 1 ( ~・ 〉

. .111・ 。《・〉 。( 0 ) o (・ 1 (ZT) 1 ( O.・》。 11'"【10・} 6' (100) 11 (100 .. (100) ZU  (100) 
表-18 内装，設備等の保証期間

X1 健受信割E 分...，.，fート プレハプ住宅 食文住宅 合齢戸('"】 戸('‘〉 戸('‘} P ("'1 戸("')

.5 . (・.a . (・0) . (3.1) 2 ( 4..5 1宮( ")  
1 22 (48.1 2・f・U) 26 (4 L.) 26 (69.1 103 (47.2) 

2 14 (8 1I 32 (41.1) 29 (4o・8) 10 (22.7 s. (3・0)
s . (・.7) 2(M】 ‘【U) . (色1 13( ・.0)
6 2 (“  。 (0 ) 1 ( 1・} o ( 0 . ( L4) 

2・ 。《・ 。(0 】 o ( • ) 1 (U  1 (・6) 
..111・ @【@ 。(0 ) 。( 0 ) 1 ( 2.3 1 ( 0，6) 

合 計 .~ (100 n (100) 62' (100) .. (100 218 (100) 

3.居住者の破綻保鉦期間についての希望

居住者の草~1JtE保証期間についての希望期間の分布を住

宅種類別に集計し，主要檎造部については表ー19に.内

装・設備等については褒-20に示す。袋より主要清造部

については 5年間の保証期間が望まれており，次いで建

( 4 ) 
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売住宅の3年間を除〈外は各住宅後類とも10年間を希望

している。一方，内義・設備等については全体として 2

年，31f.， 5年聞が同率て・.中央値は 3年間となってい

る。たゾし建売住宅，次いでプレハプ住宅では5年間指

摘が多〈主要構造部の保証希望期間と同機になっている。

表ー19 主要縛造部の希望する保証期間

ぷ!.発住宅 分・7パ_， プレハプ住宅 注文住宅 合併戸(") 戸("，) 戸{'‘》 戸(") 戸(")

2 1 ( L3) 2 (..) o (・} 2 ( !.o】 ， ( L・〉

2 15 ( 7.8) 7 【a・》 7 (・') 3 ( (.6) 23 ( 1..6) 
s 19 (%(.1) 14 (11.3) 10 (12.2) 12 (18.2) 66 (20・}

‘ 
26 (3U)  2・ (HB) 84 (4 t5) 29 (4S.t) 118 (JU) 

• 3 ( U)  o ( 0 ) 。( 0 ) 。( 0 ) 3 ( lO) 

7 o ( 0 ) 1 ( 1.，) 。( 0 ) 。( 0 ) 1 ( O.l) 
10 11 (22.1) 18 (22.2】 22 (215.8) 18 (2U) 11 (U.t) 

，. 1 ( U)  1 ( L2) 4 ( (.・〉 。( 0 ) • ( 10) 

20 2 ( 2.15) . ( a7) . ( <骨』 1 ( U ) 10 ( 1.3) 

30 1 (13) 3 ( 8.7) 1 ( 1.2) 3 ( (.5) 8 ( 10) 

" 1 ( 1.') 1( 1.2) 。( 0 ) 
、

。 ( 0 ) 2 ( 0.1) 

MIII・ 。( 0 ) 2 ( ~. ) 。【 o) 。( 0 ) 2 ( 0.7) 

合 計 77 【100) 81 (100) U (JOO】 153 (100) 30・(100) 

表-20 内装，設備等の希望する保証期間

VZと虚発住宅 分.7パー ト Yレハプ住宅 注文住 宅 合針戸(") 戸(") 戸(") 戸(") 戸【")

1 10 【1&.0) 3 ( 1.1) 13 (16.6) lZ【 11.8) 41(13.3) 

2 16 (20.8) 28 (3U) 17 (2 L5) 19 (17.9) 80(2・.0) 

3 20 (26.0) 23 (21.4) 19 (24..1) 18 【28.5) 80【28.0) 

‘ 
29 (37.6) 20 (23.8) 24 (30.4) 14 (208) 87( 28.2) 

? o ( 0 ) 。( 0 ) 1 【 LS) 1 ( 1.6) 2( 0.8) 

10 1 ( 1.3) 7 ( U)  . ( 0.3) 4 (U ) 11( 5.5) 

15 1 ( LS) 。( 0 ) o ( 0 ) o ( 0 ) E【 也事}

~ 針 71 (100) 84 (100) 7. 【100) 88 (100) 308 (100) 

第4章寝挺E発生の実態

l 環続発生の有無

穏戒の部位・種類を41項目に分け.それを分類して表

-21に示す。J!1;'続発生指摘の318件中H牛は表示した41項
目以外のその他指摘項目で，屋根瓦のずれ.釦lれ，コン

クリートパネルの接着不良，水洗トイレのタンクのひび

破れ等を含んでいる。

ll'lm発生の有無を住宅種類別に表-221こ示す。調査対
象住宅の92%がJ!1;'続の発生が有ったとしており.本研究

の怠義・目的において述べた仮定の正当性が実証しえよ

表-22 椴庇の有無(その他を含む)

( 5 ) 

表-21 殺庇の分類

三 思磁の部位・掴 111

1 床材の凹凸 ・鴫~.自のずれ・ はずれ等

内
2庫材の色むら ・慶色・よどれー帽

3障のたわみ・障鳴り

‘階段の~しみ・がたつき

S内量且U内瞳仕上げの凹凸・・n口・"がれ.

聾
6内置且び内壁仕上げの色むら ー置色・蝿

7内壁且ぴ内壁仕上げのヒビ割れ

8天弁同母国凸・睡Ii自のずれ・はがれ等

同
9支持材の色むら・藍色

10台頑ー浴室ー龍面所・恒所のタイルの11がれ・

1l搭壷のtItぃ場の水はl'が畢い

組
12.檀具{ドア・ふすt・軍毎}のゆがみ ・そり

K 
13健具 (ドア・ふすま ・車If)の醐閣不良

l4.量居・鴨居のそり・ゆがみ

n 15外<<&σ外援仕上げの凹凸・はがれ等
置
16.n量且び外壁仕上げの色むら・置色

7タ1・.IlrJn・tl企トげのヒピ割れ
幅
25. :::Jンクリー トのパルヨニーのヒピ曾lれ

臨
26.桂のゆがみ・輔さ

27革aのヒピ割れ
11< 2s属棋・天停からの両もり
の 29 ドア置からの檀入

侵 30直4匝φベランダの水11けが厚い
入
3l樋からの水もれ・あふれ

桔 32.室内の天井 ・墜に結-(車は告1.'.い}

- 133押入れの内量K酷車

段 3<桔氷官等よりの水もれ

噛 35揖水管等よりの水もれ

蝿 36.1存水曹のつまり

-131圃え付げの且昌董・絵画盟専の姐陣

38備え付けの晴・m岨置の故障
a量 39陣草または上惜の音がよ〈聞ζえる

動己 . 責
..トラ νタ符が通れIt輩出面動ずる

5 唖 ι J..品』自lI:!:車~虫色晶.. 18量聾の量り麗し 民高

19.*障の虫噛 ・庸町

の
20眠のさび

21雨戸の開閉不良

22.防虫網の晴れはずれ

4也 23.宜聞ポーチー テラスのヒピ割れ ・はがれ

2自主誼のパルヨー由.ベラン!..2Mi

う。これを住宅穫類別にみると注文住宅においては他極

頼の住宅より幾分綴続発生が少いことがわかる。

2.発生率の高い穏疲の種類

前述の41項目のJ!1;'抗発生率を住宅極類別に表-231こ示

す。また全体として発生率の高い椴庇10椅類 (ワース ト

10)を表-24に示す。これより全体てすま「建よtのゆがみ・

床鳴りJ(31%に「外壁及び外壁f士上げのひび羽IjhJ(30%)

と続き，建具 ・内装に関するll';'抗が上位を占めるが， 7 

位には遮音性不足(28%)，8伎には雨漏りが20%も存.('{

する。

以上41項目の取庇について表-21に記した分類を用い

て集約し表-25をつくる。これより各住宅樋類別にワー

スト 3の椴続分類を抽出する と表-26のようになリ， ill

売住宅における「水の浸入J，分譲アパー トにおける 「騒

音 ・振動J が特徴的でhあることが分かる。

3. !霞庇種類別の居住者の主観的評価

41項目の出現ll'l杭について居住者が生活的にどのよう

に評価しているかを調べる。すなわち暇杭の実態は量的

な指標だけでは不充分で二生活上の質的な検討も必要で
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表-23 綴l1Eの種類別発生率

瓦誌泊rどヒ 建兜住宅 分自由アパート プνハザ住宅 注文住宅 合 計

声(4 ) 戸(唖) 声(‘) 戸(‘) 四(‘)

1.床材由凹凸、調豊富「目白ずれ・はがれ等 10( 11.9 ) 26( 26.3) 12( 18.8 ) 59( 11.4 ) 66( 16.2 ) 

2 床材白色むら、変色、よどれ、傷 10( 11.9 ) 10( 10.5 ) 10( 11.4 ) ll( 18.9) 41( 11.8) 

8.床由たわA、床鳴町 2S( 27.4 ) 28{ 27.4 ) 84( 88.8) 26( 31.6) 108( 31.2 ) 

4.階段目脅しみ・がたつ骨 6( 7.1) 。(0 ) 13( 14.8 ) 12( 15.2) 31( 9.0) 

5.内費量且ぴ内昼前仕上げ白凹凸は割れ等 ロ(20.2) 5O( 52.6) 25( 28.4 ) 10( 12.7 ) 102( 29.6 ) 

6.内壁及び内110:>仕上げ白色むら変色、 4・ 15( 17.9 ) 18( 18.9 ) 18( 20.5 ) 7( 8.9) 58( 18.8 ) 

1 内壁及び内聾仕上げのヒピ帯jれ 15( 17.9 ) 12( 12.6 ) 4( 4.6) 8( 10.1 ) 89( 11.3 ) 

8.天井材白凹凸、継ぎ自のずれ、は割れ等 9( 10.7 ) 10( 10.5) 1‘( 16.9 ) 2( 2.5) 85( 10.1 ) 

且天井材白色むら、変色 10( 11.9 ) 6( 6.3) 8( 9.1) 8( 8.8) 釘(7.8) 

10.台所・ 浴室 ・漉置所・便所由#-fルのはがれ 82( 88.1 ) 15( 15.8 ) 28( 81.8 ) 26( 82.9) 101( 29.2 ) 

11 浴室町洗い織の水は吋bl8い 6( 7.1) 10( 10.5 ) 5( 5.7) 4( 5.1) 25( 7.2) 

12 建具(~."T ・ふナ宮・懲・)白ゆ剖み、そり 28(鎚 3) 4l( 43.2) 29( 38.0 ) 19( 24.1) 117( 38.8 ) 

18.建具(~'"T ・ ふすま・愈鴫 ) 白欄閉不良 26( 31.0) 31( 82.6) 26( 28.4 ) 19( 24.1 ) 101 ( 29.2 ) 

14 敬周・鴨屑のそ旬、ゆがA 12( 14.3 ) 8( 8.4) 4( 4.6) 7( 8.9) 31( 9.0) 

15.外壁及び抗告量仕上げ由凹凸、は剖れ司事 14( 16.7 ) 6( 5.3) 4( 4.5) 1( 8.9) 30( 8.7) 

16. ~盛及び~.仕上げの色むら・変色 4( 4.8) 3( 5.3) 6( 6.8) 5( 6.3) 18( 5.2) 

17 外壁及び~.仕上げの巳ピ削れ 32( 38.1 ) 2O( 21.1 ) 16( 18.2) お(“.3) 103( 29.8 ) 

18.塗益の司監勾慢し、 脱落 10( 11.9 ) 10( 10.5 ) 7{ 8.0) 5( 6.3) 32{ 9.2) 

19.木書置の虫喰い、 腐符 13( 16.8 ) 8{ 8.4) 11( 12.5) U( 17.7) 46{ 18.3 ) 

20鉄のさび 11(13.1) 11( 1l.6) 18( 14.8 ) ll( 18.9) 46( 18.8) 

21 雨戸の開閉不良 22( 26.2) 1 ( 1.1) 16( 18.2) 18( 22.8 ) 67( 15.fi ) 

22.防虫綱の磁れ、はずれ 13( 15.8 ) 27(28.4) 21( 23.9) 7( 8.9) 鴎(19.7 ) 

23.玄陣ポーチ、テラ;%.11lヒピWlJh・I:l.blれ 16( 19.0 ) 10( 10.5 ) 14( 15.9) 10( 12.7 ) 5O( 14.5 ) 

24.木造のパルヨエー、 ベラ"'，11l腐朽 8( 8.6) 1( 1.~ ) 9( 10.2 ) 8( 10.1 ) 21( 6.1) 

25. -:1 '"タリー 与のパルヨユーのとピ帯lれ 6( 7.1) 25( 26.3) 5( 5.7) 11 ( 18.9 ) 47( 18.fi ) 

26.住町ゆがみ・傾ー 1( 1.2) O( 0 ) 。(0 ) 4( 17.7 ) 6( 1.4) 

27.基礎自ヒピ刷れ 4( 4.8) 1( 1.1) 9( 10.2 ) 6( 6.3) 19( 6.5) 

28 屋幌、天井から白雨もり 2n( 31.0 ) 5( 5.3) 14( 15.9) 26( 31.6) 70(却.2) 

29. ~"T ・愈から白水の慢入 13( 15.5 ) 5{ 6.3) 2( 2.3) 6( 6.3) 25( 7.2) 

30.害被やベラ Y ダ白木はけ剖昼、い 4( 4.8) 10( 10.5) 3( 8.4) 4 ( 5.1) 21( 6.1) 

31 鍾から白水もれ、あふれ 16( 19.0 ) 4( 4.2) 13( 14.8 ) 10( 12.7 ) 43( 12.4 ) 

32 宿内的天井・墜に舗露(窓は含主在い) 3( 3.6) 13( 18.7 ) 自(6.8) 1( 1.3) 28( 6.6) 

33 押入れの内IIU::鯖. 2( 2.4) 2( 2.1) 4{ 4.5) 3( 8.8) 11( 8.2) 

34 給水管縛よりの水もわ 4( 4.8) 9( 9.5) 7( 8.0) 3( 3.8) 23( 6.6) 

35.排水管等よりの水もれ 12( 14.3 ) 13( 13.7 ) 6( 5.7) 1( 1.3) 31( 9.0) 

36 排水管由つ室町 18( 21.4 ) 10( 10.5 ) 7( 8.0) 6( 7.6) 4l( 11.8 ) 

37.備え付けの風呂釜・給湯器等の数種 13( 15.8 ) 21( 22.1 ) 21(沼9) ll( 13.9) 66( 19.1 ) 

38 備え付けの冷綬房機器の佐官章 2( 2.4) 5( 5.8) 2( 2.3) 2( 2.6) ll( 3.2) 

39 隣家主たは上階の音制よく側ιえる 13( 15.8 ) 49( 51.6 ) 22( 26.0) 12( 15.2 ) 96( 27.7 ) 

40マ トラッタ等剖通れIHl制緩動する 4( 4.8) 4( 4.2) 6( 6.8) 2( 2.5) 16( 4.6) 

41. ちょ勺とした地鍵で家がよく ゆれる 4( 4.8) 5( 6.3) 3( 8.4) 1( 1.3) 13( 3.8) 

(6 ) 



表-24 発生率の高い破戒(全体)
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~ 全 体 % 

l .具のゆがみ、そり 33.8 

2 床のたわみ、床嶋り 31. 2 

s 外壁及び外壁仕上げのヒピ!lJれ 29.8 

4 内袋及び内議仕上げの凹凸、はがれ等 29.51 

5 台所、浴室、洗面所、 便所のタイルのはがれ 29.2 

6 鐙具の開閉不良 29.2 

7 隣家または上階の音がよく闘える Z1.7 

8 屋銀、天井からの雨也り 20.2 

9 防虫制聞の絞れ、はずれ 19.7 

10 付儲けの風呂釜、給湯I!l等の彼陣 19.1 

袋一25 各項目の発生率

読ミ?鐙君;〉アパ戸
プレ

時2〉 全体(戸ート(% ハプ(%) %) 

内装材 64 
72 72 49 257 

(76.2) ( 75.8) (81. 8) (62.0) 74.3) 

鐙
43 66 44 34 

(61177 2〉AI (5I' 2) (58.9) {ω0) (43.0) 

外
39 22 21 36 118 

司11(46.4) (23.2) (23.9) (45.6) (34.1) 

• 10 26 12 17 65 
体 (11.9) (Z1. 4) (13.6) (21. 5) (18.8) 

水の 侵入
41 22 $ 34 125 
(48.8) (23.2) (31. 8) (43.0) (36.1) 

結 -， (t.8) 13 9 4 30 
(13.7) (10.2) (5.1) (8.7) 

設備・鎌留
35 ω 

fZa7a .5〉 f21Z8 8〉 {3162.6 心(41. 7) (42.1) 

騒音・鋸動
15 50 26 13 104 
(17.9) (52. 6) (29.5) (16.5) (30.1) 

44 41 45 40 17() 
その他 (52. 4) (43. 2) (51. 1) (50.6) (49.1】

合計 114 95 88 79 346 

表一26 発生市のねい項目(住宅樋頬別)

圃』 • .. a 屯 ，‘ ... 告.'7 .1 _ー ".， 
a 内 ・・時 “ I 内 11 .暗 " "・2 '‘・】
'‘ • ‘ 

.. 
' • '‘ 

.. 
OL ...・:. 4<卸値 A aa-B • 1・ -・.11・ 且.. ・:

防』 .‘. .、..， &. 't p・6咽ト 直宜邑亀 戸国

a "・伺 " a 肉筆例 . Il・ ...， 
1‘ • '‘ 

.. • '‘ • ・.h・可u・3. -・ -・・ '‘ -鈍/4<・0・A ε‘u a・;」

あるからである。牢1mの評価を5段階評定とし rとても

がまん出米ない絞度J. r非常に気になる経度」.「31にな

る程度J. r少し気になる程度J.r殆んど気にならない経

度」に分けた。これを41項目について集計し，表-27に示

す。

参考のため「非常に気になる程度J.rとてもがまんでき

ない純度」が最高の率となるE伝統を表-28に項目別に示す。

これより見れば室内生活空間への水の侵入に関連するも

のが段も程度の惑い椴庇て"あり.次も水はけに関する.1Ji

目が占めることが解る。また前表より見れIn主U.のIl~J聞

の隊:sになる項目がこれらの程度の悪いものにiV!じるこ

とになる。以上より直接的に生活の快適性にか、わるJf~

mが質的に経度の惑いものとされていることが尖証しえ
よう。

表-28 r非常1こ気になる程度」以上の指摘が多い

耳主続

思庇の種績 程度 fゐ〕

浴室の洗い織の水はけが遜い 企 (3l8)

俊範の織り銭し ・脱落 A (31.8) 

属IR・天井からの雨也 り • (~.5) 

ドア・型車からの水の侵入 • (30.4) 
届楓やベランダの水はけが葱い A (35.0) 

桶からの息れ・あふれ 企 (43.9)
室内の天井・嬰に結111(軍事は含まない〉 A (33.3) 

何人れの内装に結露 • (75.0) 
給水管理事よりの水色れ • (59.1) 
緋康管等よりの水もれ • (48.S) 
傍水管のつま り . (44. 4) 

備え付けの風呂釜 ・給銅器等の般陣 • (54.2) 
備え付けの冷畷厨楓思のltl.障 • (50.0) 

A 非常に気Kf.lる震度 . とて也がまんできf.lい製度

4 .環掘をの年度別発生状況

各ffiJ生年度5]1]に住宅の穏lilEの発生状況を調べるために.

一年未満(入居時を含む)に l戸当りに発生する~l続の絡

ni数を求め， 図-2に示す。また，入居時のJjll続発生傾
m数をJfl筑項目別に集計し(表示省圏各).住宅仲買自別に図
-3にdミす。これより昭和48年度建設の住宅はJfx1i陀断矧
が多<.質的に位度が悪いことが何わtL.特に分必アノマ

ート，プレハブ住宅に甚だしいことが解る。これはこの

〈作用〉

uee視
M
年
度

叫
毎
度

u
e
a
 

図-2 一年未満て'の取抗の発生純知数

( 7 ) 



-136- 住 居 学

表-27殺続程度

組 Ir とてもIi'まんでが晶、 非常に気になる 気 K なる 少し気虻なる 唱と~lO'l..:電S晶、 計

欠陥・欠点の郎位・圃橿 戸 ( %) 戸 {略} 戸 {略〉 戸 (% ) 戸 {略〉 戸 ( % ) 

L床財也凹凸・継ぎ目白ずれ・はがれ等 1 ( 1.9 ) 

‘ 
( 7.8 ) 25 (‘7.2 ) 15 (28.3 ) 8 (IS.I ) 58 (100 ) 

Z床材申色むら・変色ーよCれ傷 2 ( 4. 9 ) 7 (17.1 ) 18 (H7) 15 (36.6 ) 4 (U)  ‘E (100) 
a床純白たわみ・床鳴り 1 ( 1. 0 ) J3 (13.0 ) 40 (38.8 ) s6 (35.0 ) 13 (U.O) )(11 (100 ) 

4.階段の8しみ・がたつき 。 • (13.3 ) 9 (30.0 ) 12 (40.0 ) 5 (18.7 ) so (100 ) 
6内.&ぴ内豊田仕上げの凹凸・はがれ等 2 ( 2.1 ) 17 (17.7 ) 32 (33.8 ) 38 【37.S)

ー

( 9.4 ) 96 (100 ) 

8. " 申色むら・It色・備 1 ( 1.9 ) 7 (13.0 ) 26 (48.2 ) 16 (29.6 ) 4 ( 7.4 ) 54 ( 100 ) 

7 . のヒピ割れ 。 s (26.5 ) 11 (32.4) 12 (35.3 ) 2 (5.9 ) 事‘ (100) 

8天弁材申凹凸・継ぎ!:l11.lずれ・はがれ句 4 (12.9 ) 6 (16.1 ) 10 (32.3) 10 (32.3 ) 2 ( 8.5 ) 81 (100) 

9. • の色むら・変色 1 ( 4. 0 ) 1 ( 4. 0 ) 11 (.4.0 ) 10 (40.0 ) 2 ( 8.0 ) 25 (100) 

10.台所・浴室・洗面所・便所のタイル自はがれ 7 ( 7.2 ) 22 (22.7) 2.3 【23.7) 35 (36.1 ) 10 (10.3 ) 97 (100 ) 

11.浴室由民い場申水回げが患い • (18.2 ) 7 (31.8) 4 ( 18.7) 6 (27.3 ) 1 ( ..6 ) 22 (100) 
12.建具{ドア・ふすま・窓等}申申がみ・それ 5 ( ..5 ) 34 (30.6 ) s6 (31.6 ) 30 ( 27.0) 6 ( 5.. ) III (100) 

13 " 由開閉不良 14 ( 14.7 ) 2s (24.2 ) 30 (8l6 ) 28 (29.5 ) 。 96 (100) 

lU量居・鴨居申そり・申がみ 2 ( 7.7 ) 8 (30.8 ) 10 (88.5 ) s ( 1 t.r.) s (11.5) 28 (100) 

15外壁及び外壁仕上げ由凹凸・はがれ 2 ( 7.4 ) 3 (111 ) 13 ( 48.2) s (29.6 ) 1 ( 3.7 ) 釘 (100 ) 

16 ' の色むら.It色 2 ( 118) 4 (23.5 ) T {・ 12) 2 ( 11.8) 2 ( 118) 17 (J 00) 

17. . 申ヒピ割れ 1 ( 11 ) 18 ( 192) 43 (45.7) 23 ( 24.5 ) 9 ( 9.6 ) 

ー-

( 100) 

18".申白り醸し・民高 1 ( 4.・} s ( 34.8) 6 (26.1 ) 8 (34.8) 。 23 (100 ) 

19.木節句虫喰い ・腐朽 4 ( 9.5 ) 12 ( 28.6) 16 (38.1 ) s ( 11.9 ) 5 (11.9 ) 42 (100 ) . 
飢餓白書び 。 7 (16.3 ) 21 (48.8 ) 13 (302 ) 2 ( 4. 7 ) 43 ( 100 ) 

21.雨戸田開閉不良 4 ( 7.7 ) 17 ( 32.7) 19 (365 ) 10 (192 ) 2 ( 3.9 ) 52 (100) 

22.防虫網目破れ・はずれ 7 ( 1 I.S) 19 ( 30.7) 20 (32.3 ) 
1‘ (22.6 ) 2 (&2 ) 62 ( 100 ) 

2.3玄濁ポーチ・テラス申ヒピ制れ・はがれ 6 ( 12.5) 7 ( 14.6) 19 (3911 ) 13 (27.1 ) s ( 8.3 ) 48 ( 100 ) 

24.*適申パルコニー・ ベランダ由寓朽 s ( 17.5) 5 (29.0 6 【35.3) s ( 17.7 ) 。 17 【100)

25.コンタリートのパルコニーのヒピ割れ 4 【9.5) 7 ( 16.7) 7 (16.7 ) 16 (38.1 ) s (19.1 ) 42 ( 100 ) 

26控のゆがみ・傾会 。 。 1 (33.3 ) 2 ( 66.7) 。 s (100) 

27..磁のヒピ富岡れ 1 ( 5.8 ) 5 (26.3 ) 3 ( 16.7) 8 (44.0 1 ( 5.6 ) 18 ( 100 ) 

28.塵彼・天井かもの雨もり 包 (365 ) 19 ( 30.7) 11 【17.7) 7 (113 ) s ( 4.8 ) 総 ( 100 ) 

29.ドァ・.から申水の侵入 7 (3 Q.4 ) 5 (21.7 ) s (217 ) 
‘ 
( 17.4 ) 2 ( 8.7 ) 2.3 (100) 

30. '量級やベランダ白水1~ltが思い 4 (20.0 ) 7 ( 35.0) 6 (30.0 ) s (15.0 ) 。 20 【100)

31温から申水もれ ・あふれ 6 ( l4.6 ) 18 ( 43.9) 9 【22.0) T ( 17.1 ) l ( 2. 4 ) 41 (100 ) 

32.寵内の天井・豊臣結露 (窓は含宜ない) 1 ( 4.8 ) 7 ( 33.3) 4 (19.1 ) 7 (33.3 ) z ( 9.5 ) 21 (100) 

3s伺入れの内墜に結露 。 6 ( 75.0) 2 (25.0 ) 。 。 B (100 ) 

S也給水管等よりの水もれ 13 (59.1 ) 1 ( 4.6 ) z ( 18.6) s (13.6 ) 2 ( 9.1 ) 22 ( 100) 

35排水管等よりの水もれ 14 ( 48.3) 9 (31.0 ) 

‘ 
( 13.8) 2 ( 6.9 ) 。 29 ( 100 ) 

36備えっ吋の風呂釜・給湯11II'11.l敏陣 32 ( 54.2) 11 ( 18.6) 12 (20.3 ) s ( 5.1 ) l ( 1. 7 ) 59 ( 100) 

宮1 . 冷暖房偉容の.!I:陣 s ( 50.0) 2 【20.0) 2 ( 20.0 ) l (10.0 ) 。 10 ( 100) 

38.~または上階自膏がよ 〈 随ζえる 6 ( 6.3 ) 19 ( 19.8) 32 (33.3) 2.8 (292 ) 11 (1 t.r.) 96 ( 100) 

39.t昨水.のつまり 16 (14.4 ) 8 ( 22.2 ) 7 ( 19.4 ) 5 (1 9) 。 36 (100 ) 

‘O.トラフタ等が通れば家が娠動する 1 ( 6.3 ) s (18.8 ) s ( 18且〉 7 (43.8 ) 2 ( 12.5 ) 16 (100 ) 

叫ちょ。とした地震で家がよくゆれる z ( 15.4 ) 1 ( 7.7 ) 5 (38.5 ) 2 ( 15.4 ) a (28.1 ) 13 (100 ) 

(8 ) 
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. :M :平勾健 一一・:・・偏重
《伶β町 10 15 

43年度
ト:1

S =U87 • 
M=6.737 

-・・・・・・ ・...・“ ・・・ M ・・・・11 ....・・ 48年度 S = 6.666 売

図-3 入居時での穏絞め発生種類数

年度建設の分が所開第 l次石油シヨンクの影響をまとも

に受けたことによるであろう。

第5章積疲発生の因果関係

1.環疲発生の経年変化

1 )鐙設年度511j{主毛の取続発生量:一一建設年度別に対

象住宅の椴続発生量を駁続極額数で代用し，それを平均

値と標準偏差で示す。対象住宅金体については図-4に.

各住宅種類別には図-5に提示する。 図-4より前重苦4

に述べたように昭和48年伎の住宅は椴抗種類数が多くな

っているが，これを無秘すれば.綴続種類数の平均は経

年とともに増大すること.また経年とともに-"1筑種類の
バラツキが増大することが解る.これを住宅侵鎖51IJにみ

れば.建売住宅に布いては穏抗種類教が経年とともに全

体的な傾向で増大することを示し.注文住宅ですま経年の

変化が少いことが見出せる。また.昭和52年度の住宅で

はプレハプ住宅に.次いで分捜アノぞー トにおいて.注文

住宅と較べて積筑後類教が少くなり，かつ.そのバラツ

キも少くなっていることが目立っている。これは.一方

では住宅の工業化が推進されるほど.品質的に安定した

住宅が供給されてきていることを示唆しているが，他方

では注文住宅の居住者の綴続に対する評価がきびしいこ

とを示すものであろう。

2 )各種-"1杭の発生続年変化:一一41~自の椴続それぞ

れについて.その発生率(発生種類数/サンプル数)を求

め褒-29に示す.これより観察すると.内装材や外壁の

仕上等の罪~Iiltは概ね 1 4'未満に発生し 2 年以上になる

と再び発生率が大になる。これはタイル部分にティピカ

ルて縄ある。建具に関するものも l年未満に最も多〈発生

し.以後は漸減する。しかし庶，引戸等の開閉不良は 2

.y:司，_.-s ・・・If
.."'. 1--1=-+ニ斗ーー I s-u・τ
.... I ーー十+ー→ー 1 .・u.. 
UfJlr s・4・.. 
-・・..ト一一~一- 1 1.・a・・・

s・a・2・2・
図-4 各年度の発生.foll頬数の平均と標滋偏差

( 9 ) 

101 = 4.166 
60年度 S=4.101 

11: 
101= ..656 
一62年度 S =t.601 

宅

101=7.000 
48年度 S=U67 分

• S =6.249 48年度

101= 6.281 
60年度 S ="097 

52年度
101=..741 

S -2.020 
ト

101= 6.913 

43年度 S-6.134 
プ

レ

48年度 S=6.113 ，、

プ
101= 5.615 

SoU80 50年度

住

52年度 S = 2.20 S 宅

注
Ma 6.625 

S =5.855 43年度

101=6.133 
48年度 S =3.・・1 宜

50年度
M="760 

S = ..437 住

52年度
IoI=UI8 

S =6.679 
宅

5 10 16 

図-5 4t年度の発生種類数の平均と標準偏差

(住宅被類別)

ー5年に再び発生率が高くなる。一方.給排水管の水漏

れ等は大体コンスタントの値をとり.排水管のつまりや

木部の虫喰い・腐朽は経年とともに発生率が大になる。

以上各項目におけるjfH1E発生の経年変化を検すると. 凡

そ5種のパターンに分類しえよう(図-6参照)。パター

ン(1 )は全体の半数に近い椴続項目に見られるもので内

装材や外壁等に顕著である.パターン(11)は各部の損傷

.自主隊に見られるものであるが木部の腐朽等は最も典型

的な仔1Jである。パターン(IlI)は建具のゆがみ ・そり等の

暇抗におけるものであり，パターン(JV)は押入内の結露

等に見られ，生活上修繕が必要になる取統に見られる。

パターン(v)は給水管よリの水漏れ等に見られるもので
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耳主銃の経年変化のパターン

ある。

以上を集約して各年次厚Ijに l戸当りの穏庇発生種類数

の経年変化を算出し，図ー 7に示す。これより全般的に

入居時の椴続発生は最大になり，経年 2年までは減少し

てゆくが 2年を過ぎるとまた漸増し， 5 -10年に至っ

て一定のレベルに達することが理解できる。

図-6

〈宛生・・数〉
z 

L8t 仁二二一一

U8 / ¥ ， 1・・b
、

一

一

〆:-:cで7."ー信三、斗OY'~ アL8 

~ιT. LEF--r- I L05 ，。「一ー
¥ 
¥ 

一-0.68-

五
年
以
上

一一I
五
年年

一
年
末
踊

入

届

時

車11ilEの発生種類教の平均と糠準偏差図-8

ので過半数を占めているために極めて悪い数値を示して

いる。

3 )単価別:一一独立住宅のみを対象と してランク分け

を試みた。単価は昭和53年度版「建築統計年報J(建設省計

画局制)よ り，同容第4表「各年度の構造別，床面積の合

計，工事予定鋲」を用い.構造別に 1m'当りの工事費を昭

和52年度を1.00とし各年度の指数を算出し.調査資料を

検算したものである。昭和52年度単価て・対象住宅のラン

クを， 1 li 10万円/m'未満， IIは10-13万円/m'，IIIは

13万円/m'以上とした。この結来，ランク Iは26戸，II 

は41戸， lllは13戸となった。図より.ランクIIIでは明硲

にJj!jlilEの差が見られるが， 1とIIとの差は明らかてない。

そこで全資料よりピアソンの相関係数と回帰式の傾きを

求め計算した。その結果，相関係数はー0.00649，回帰式

の傾き li-0.OO95となり，僅かながら相関関係を示して

いることになる。ちなみに，土地代を含んだ分泌アパー

トについても同機な計算を試みると，相関係数一0.13841，

回帰式の傾きー0.1219となり，前者より極〈僅か強い相

関がある結柴をえた。

(10) 

一一-(3年度目住宅
ーー・ーー・(8年度申住宅
ーーー-50年度の僅宅
.・・・ー・52年度申住宅

一戸当りの椴銃の発生種類数の経年変化

2.磁調E発生と住宅鰭要素との関係

前節に述べた取銃発生の経年変化とは別に，理!;'1ilE発生

種類数と住宅種頬および生産 ・供給方式，単価等の住宅

のま者要索との関係を倹討する。図-8に以上をまとめて

提示する。

1 )住宅錨鎖早Ij:一一建売住宅(84戸)，分譲アパート(95

戸)，プレハブ住宅(88戸)，注文住宅(79戸)別の椴抗発生

種類数の平均値と様割高偏差より，注文住宅が幾分良質でヤ

あることが解る。しかしプレハブ住宅も世上に喧伝され

ている程には椴続は多くない。

2 )生産・供給方式別:一一袋一 2に生産・供給方式に

よる分矧および住戸数を示した。タイプgljに住戸数に偏

リがあるため明確には指摘しえないが，建築設計事務所

が介入するタイプ5および6はきわだって椴伎が少い。

た Jし，設計事務所が介入しているタイプ4は殆んどが

分譲アパー トであり.その10住戸が昭和48年度申請のも

図-7
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表-29 椴主任の種類別発生の経年変化

よλ瓦ご士1
人

年 τ 五
年居

未満 以
時 年 年 上

1床材の凹凸・継ぎ目のずれ・はがれ等 4. 6 3‘4 4. 3 5.3 4. 7 

2 床材の色むら・変色・よごれ・傷 9.3 1.8 1.7 1.3 3. 1 

3 床たわみ・床鳴り 7. 5 10. 2 6.8 4.8 6. 3 

4 階段のきしみ・がたつき 3. 9 2.2 O. 8 O. 8 3.1 

5 内壁及び内壁仕上げの凹凸・はがれ等 2. 9 6.5 5. 8 6. 7 4. 7 

6 内壁及び内壁仕上げの色むら・変色・傷 6. 1 2. 8 2. 8 4. 2 3.1 

7 内壁及び内壁仕上のヒピ害lれ 3. 8 2. 8 3. 2 2.8 3. 1 

8 天井材の凹凸・継ぎ目のずれ・はがれ等 2.2 1.5 2.5 2. 8 3. 1 

9 天井材の色むら・変色 3. 5 0.8 1. 2 3. 5 1.6 

10 台所・浴室・洗面所のタイルのはがれ・;tlJれ 9.5 6.8 2. 1 9. 7 7. 8 

11 浴室の洗い場の水はけが悪い 4. 8 1.2 O. 4 2. 1 1.6 

12建具(ドア・ふすま・窓等)のゆがみ・そり 8.2 9.3 7. 7 6. 1 4. 7 

13建具(ドア・ふすま・窓等)の開閉不良 10. 9 5.6 4. 8 6.5 7. 8 

14敷居・鴨居のそり ・ゆがみ 2. 3 1.8 1.7 2. 7 1.6 

15外壁及び外壁仕上げの凹凸・ずれ・はがれ等 1. 4 2. 1 O. 9 2. 2 3.1 

16外壁及び外壁仕上げの色むら・変色 2. 4 O. 6 0.4 2.6 1.6 

17外壁及び外壁仕上げのヒピ害jれ 2. 5 9. 7 7. 2 10.1 1.6 

18塗装の塗りの乙し・脱落 5.4 O. 6 O. 4 2. 4 1.6 

19木部の虫喰い・腐朽 1.2 3.9 3.6 3.5 10. 9 

20 鉄のさび O. 8 3. 6 2. 1 6.6 6. 3 

21 雨戸の開閉不良 3. 8 4.1 2.2 6.4 9. 4 

22防虫網の破れ・はずれ 2.5 3.6 5.7 9. 2 3. 1 

23玄関ポーチ・ テラスのヒピ割れ・はがれ 3.2 3.5 2.8 4. 1 7.8 

24木造のバルコニ ー ・ベランダの腐朽 。 O. 3 1.3 4. 0 9.4 

25 コンクリ ー トのバルコニーのヒ ピ苦手Iれ 1.7 3.0 3.5 4. 7 O. 0 

26往のゆがみ・傾き 1.4 O. 3 0.4 。。 。。
27基礎のヒピ割れ O. 6 0.3 1.5 1. 3 3.1 

28屋根・ 天井からの雨もり 3. 9 8.3 3. 4 5.4 4. 7 

29 ドア ・窓からの水の侵入 1.2 3.3 2. 3 1. 3 0.0 

30屋根やベ ランダの水はけが悪 い 2.8 1. 1 1.6 1.6 。。
31樋からの水もれ・あふれ 2.9 2. 5 2. 2 5.3 3.1 

32室内の天井壁 に結s(窓は含まない) 2. 1 1. 7 O. 4 O. 5 1.6 

33押入れの内壁に結露 1.5 0.4 0.0 O. 0 。。
34給水管等よりの水もれ 1. 3 1.8 1.9 1. 2 1. 6 

35排水管等よりの水もれ 1. 1 2.5 2. 3 2. 3 3. 1 

36排水管のつまり 2.3 3. 1 O. 4 5.4 9. 4 

37備え付けの風呂釜・給湯器等の故障 4. 6 3. 7 2. 1 9. 3 15.6 

38備え付けの冷暖房機器の故障 O. 4 O. 6 0.8 2. 0 0.0 

39隣家または上階の音がよ く聞乙える 18.4 2.0 1.2 1.7 3. 1 

40 トラァク等が通れば家が娠動する 2. 7 O. 0 0.0 。。 1.6 

41ちょっとした地震で家がよくゆれる 1.9 。。 O. 0 0.0 1.6 

)
 
-l
 
(
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第6章入居者の璃疲対処

l 建設後のアフターサービスについて

入居者が発生lJ!1抗について適切に対応するためにも，

業者の居住者に対するアフターサービスが必要である。

いまアフターサービスの有無を表ー30に.アフターサー

ビスの継続期間を表一31に住宅種類別で示す。これより

プレハブ住宅と分譲アパートでは相当組織的にサービス

が行われているが，建売住宅で約30%が無サービスにな

っている。またサービスの期間は分譲アパート，建売住

宅，プレハブ住宅では 2年聞が最大であるが，請負契約

が多いと考えられる注文住宅では l年聞が最大になって

いる。

表-30 アフターサービスの有無
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表-31 アフターサービスの期間
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2.苦情の相談先

苦情の相談先が制度的に決められており.椴症E修復の

手続きがしやすいことが居住者に とって必要であるが.

実状を調らべ住宅種類別に表-32に示す。これより大部

分(61.8%)は住宅を施工・販売した業者やメーカーが苦

情の相談先になっているが，分譲アパートでは管理事務

表-32 苦情の相談先
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所(62.1%)およぴ自治会および管理組合に及んでいるこ

とに特色があり，また注文住宅では施工だけした業者に

なっている例(27.8%)が多い。公的機関や民間住宅相談

室等を相談先としたものも10.4%に及び椴庇修復がこじ

れたケースを表わすものであろう。

3 寝疲補修の依頼先

各椴杭項目別に各住宅種類の補修依頼先を集計した(記

載を省略)。 これより見ると設備機器およびそれにつなが

る給排水管の故障，あるいはタイルのはがれ等専門業者

を必要とする部分では別業者に依頼するのが50%を越え

るが， 一般には殆んどが施工 ・販売した業者に依頼して

いる。これを集約して総補修件数より見ると (褒-33参

照).全体では80.5%が施工・販売した業者に依頼してい

るが，建売住宅では71.1%と低い値をとっている。

表-33 住宅種類別補修の依頼先

4.穏疲補修の実態

各耳主疲項目(遮音関係を除く )別に補修の状態をまとめ

て表-34に示す。表より無料で修理されたもの，有料で

修理されたもの，そのまも放置されているもの等の比率

を見れば.逆に項目別のまWiltの質的性格を知ることがで

きょう。たとえば放置されている率が多いものでは，「天

井材の色むら・変色J. r床材の色むら ・変色 ・よごれ・

傷J. r室内天井・墜に結露」等の感覚的な椴杭と， 「柱の

ゆがみ・傾きJ. r浴室の洗い場の水はけが悪い」等の構造

的欠陥に近いものが含まれる。他方，無料で修理された

率の多いものでは，「屋椴・天井からの雨もり J.rドア・

窓からの水浸入J，r給・排水管よりの水もれ」等が含まれ

ていて，当然なこと ‘考えられる。

なお，穂波保証期間中に補修してもらえなかったと居

住者が解釈している件数を住戸当りでとり表一35に示す。

表より全体で75%が補修されたとしており.居住者が椴

疲のなかでも当然補修すべきであると思っている分につ

いては相当正し く補修がなされていることが伺われる。

なお注文住宅で補修してもらえなかったとするものが僅

かながら多いのは，前にもふれたように，注文住宅では

表-35 補修してもらえない報統の有無

(12) 
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表-34 破戒の補修状況

全 一 無 自 備 糟 繍 そ

軍 部 分 修 修 修 。、 合
料

を し 主
補修状況

有 有 自
を

頼 τ '" で 依
料 料 身 む も E 

補 傾
三コ そ巴:， しで で で

中

" え て

欠陥・失点阿部位・積額
補 補 修 婿

り t も、

修 修 修 、、 る

置十

1.床材白凹凸聴きぎ自のずれ、はがれ等 2( 3，8 。(0 ) 11(28，3 6(11.3 ) 。(0 ) 2( 8，8) 1( 1.9) 21(ω9) 53(100) 

2 床材白色むら・変色・よどれ・傷 1( 2，6 。(0 ) !(23.l 3( 7，7) 。(0 ) 。(0 ) 3( 7，7) 2a:59，0) 39Uoo) 

S 床のたわみ、床鳴句 1( 1.0 。(0 ) 3(32，7 3( 2，9) 1( 1.0) 3( 8，9) 6( 5.8) ぽ58.8)104Uoo) 

4 階段のきしみ、がたつき 。(0 。(0 ) (20，0 3(10，0) 。(0 ) 1( 3.3) 3( 10.0) 1'1(56，7) 30Uω 

5 内連及び内警の仕上げの凹凸、は削れ等 2( 2，0 2( 2，0) 国王26，3 ぽ 0，1)1( 1.0) 。(0 ) 3( 3，0) 5!(56，6) 99Uoo) 

6，内鍵及び内壁仕上げの色むら、変色・傷 2( 3，6 。(0 ) 1(25.5 2(13，6) 1( 1.8) 1( 1，8) 7(12，7) 2旺50.9) 55Uoo) 

7 内壁及び内壁仕上げ由ヒピ削れ 1( 2.7 。(0 ) H(40.5 4( 0，8) 1( 2，7) 。(0 ) 1( 2，7) H'(40.5) 幻自00)

8，天井材白凹凸鎖ぎ自のずれ、はがれ等 4(12.1 。(0 ) 11(38.3 1( 8，0) 1( 8，0) 。(0 ) 1( 80) l耳45.5) 38UOO) 

9.天井材白色むら、変色 1( 4.2 。(0 ) :(12.5 。(0 ) 。(0 ) 。(0 ) 4(16，7) 1旺66，7) 24(100) 

10，台所・浴室・洗面所・便所目タイル由はがれ 4( 4，0 2( 2，0) 3正31.0 3(18，0) 。(0 ) 3( 8，0) 8( 8，0) 4(剖 0)1OO(1()暗

11 浴室の洗い唱の水は叶が感い 。(() 。(0 ) :(12.5 1( 4，2) 。(0 ) 3( 12.5) 2( 8.3) 1:(62，5) 24U()O) 

12 建具(ド7・ふす重・愈等)のゆがみ、そり 4( 8.5 2正1.8)3正31.6 O( 8.8) 2( 1.8) 1( 0，9) 2( 8，6) 5(49，1) 114UO申

18 電具(ド7 ・ふす宜・懲等)由開閉不且 4( U 1( 1.0) 4(45，4 7( 7，2) 1( 1.0) 。(0 ) 2( 21) 3<(39.2) 97(100) 

14 敬屠・鴨居白と句・噛がみ 2( 6，9 1( 3，4) 1( 27，6 4(18.8) 2( 6，9) 。(0 ) 1( 8，4) 1正37，9) 29(1∞) 

15， fi.壁及び外壁仕上げ目的凸、はがれ帯 1( 8，3 )10( 0 ) 1((38，3 。(0 ) 1( 3.3) 。(0 ) 3(10，0) 1旺鈎0) 30Uω) 

16 外壁及び供聾仕上げの色むら・変色 4(泊 5)。(0 ) [(29，4 1( 5，9) 。(0 ) 。(0 ) 2( 11，8) f(鈎4) 17Uoo) 

17，供壁及び外壁仕土げのヒピ胃~h 5( 5，0 。(0 ) S正31.0 ぽ16，0)1( 1.0) 3( 8，0) 3( 8，0) 41(41.0) 100也0司

18 塩基裏目塗句捜し、脱落 S(IU) 。(0 ) l正44.4)5(18.5) 。(0 ) 0( 0 ) 1( 3.7) 1(22，2) 釘(10申

19 木都の虫喰い ・腐朽 6(18，6) 。(0 ) ぜ15，9)。(22，7)。(0 ) 。(0 ) 2( 4，6) 1!( 48，2) 44Uω〕

20，鉄白さび 8(18，6) 1( 2，3) ( 9，3 )~4(32 ，6) 1( 2.3) 1( 2，3) 。(0 ) 1(32，6) 43UoO) 

21 雨戸田開閉不良 4( 7，7) 1( 1.9) !(17，3) 8(15，4) 1( 1.9) 3( 5.8) 。(0 ) 2任ω0) 52(1∞) 

22 防虫綱の破れ ・はずれ 1( 1.5) 1( 1.5) !( 18.2 )13(38，8) 。(0 ) 2( 2，9) 3( 4.4) 2!( 42，6) 68(10噛

23，玄関ポーチ・ テラス白ヒピ期lれ ・はがれ 2( 4.1) I( 2，0) 1(16，3 5( 10，2) 1( 2，0) 1( 2.0) 2( 4.1) 刻印2) 49(100) 

24，木造白パルヨエーベラングの電電朽 5(25，0) 1( 5，()) 】(5，0 3(15，0) 。(0 ) I( 5，0) 1( 5，0) 1( 40，0) 20(100) 

25 ヨ Y ク 1) ー ト四バルコニーのヒピ~IJれ 1( 2，4) 。(0 ) 1[(36，6 。(0 ) 。(0 ) 1( 2，4) 2( 4，9) 2:(鴎 7) 41UOO) 

26 柱の申がみ傾き 。(0 ) 。(0 ) c( 0 ) 。(0 ) 1(お.0)。(0 ) 。(0 ) :(75，0) 4UOO) 

27 基礎のヒピ帯1れ 1( 5事)。(0 ) :(17，6) 1( 5.9) 。(0 ) 2正11.8)2(11.8) 1(47，1) 17(100) 

28，屋根・天井からの雨も句 5( 7，2) 1( 1.4) 4f(飴7)6( 8，7) 3( 4，3) 2( 2，9) 。(0 ) f( 8.7) 日9(100)

29， ，''''・窓からの水の慢入 2( 8，0) 1( 4，0) 1正叫0)3(120) 。(0 ) 2( 8，0) 1( 4，0) E正20，0) 25(100) 

30 屋根やベラ Yダの水はけが患い 。(0 ) 。(0 ) 1(38，1) 1( 4，8) 1( 4，8) 2( 9.5) 3(14，3) (28.6) 21 (100) 

31. Mからの水もれ・あふれ 1( 2.4) 2( 4，8) 1(38，3) 9(21.4) o( 0 ) 3( 7，1) 2( 4，8) 11(26，2) 42(100) 

32 室内田天井・墜に結露(窓は宮ま在い) 。(0 ) 。(0 ) a. 0 ) 3(14，3) 1( 4，8) 。(0 ) 2( 9，5) 1:(71.4) 21(100) 
38 押入丸の内雪量圧縮露 。(0 ) 。(0 ) :(22.2) 2( 22，2) 。(0 ) 。(0 ) 1(11.1) (44，4) 9UO(J) 

34 給水管等より由水もれ 3(18.0) 。(0 ) 1'1(78，9) 1( 4.3) o( 0 ) 。(0 ) 。(0 ) :正 8，7) 28(100) 

36 排水管等よりの水もれ 5(16.1) 。(0 ) 1'1(54，8) 4(12，9) 2( 6，5) 0( 0 ) 1( 8，2) :( 6.5) 31臼00)

36.排水管出つまり 10(27，0) 。(0 ) !(24，3) 1(29，7) 。(0 ) 1( 2，7) 2( 5，4) (10，8) 37(100) 

37 備え付け白風呂釜・給湯露骨の故障 鈎(51.6)5( 7，8】1π26.6) 3( 4，7) 2( 8，1) 1( 1.6) 。(0 ) 証4，7) 64(10申

38守備え付付白冷暖房機器申敏障 4(飴4)3( 27，3) 証釘3)O( 0 ) 。(0 ) 。(0 ) 。(0 ) 正 9，1) 11UOO) 

(13) 
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表-36 補修後の状態

Uλよ!!二 完全巨 大体 童然牢iI勺
わから在い 合計

在お.，た 屯包うた τい在い

声(‘) 戸{‘) 戸(‘〉 戸(‘) 戸(‘)

1 床材白凹凸、II!!盲目的ずれ、はがれ等 3( 18.0) 17( 74.0 ) 3( 18.0) 。(0 ) 却(1∞) 

2 床初白色むら・変色・よごれ・傷 3( 28.1) 8( 61.5) 2( 16.4 ) 。(0 ) 13( 1∞) 

S 床締白たわみ・床鳴り 12( 81.6 ) 19(ω0) 7 ( 18.4 ) 。(0 ) 38( 1∞) 

4 階段<1l_'しみ・がたつ者 4(叫.4) 4(“4 ) l( 11.1 ) 。(0 ) 9( 1∞) 
6.内鍵及び内費量的仕上げの継ぎ目申ずれは削れ等 S( 8.6) 釘(77.1) 4( 11.4 ) 1 ( 2.9) 35( 1ω) 

6.内壁及び内壁仕よげの色むら変色・傷 6(ω.0 ) 8( 58.8 ) 1(ι7) 。(0 ) 15( 1∞) 

7 内.及び内暴仕上げ白ヒピ削れ 。(0 ) ll(嗣.7) 5( 29.4 ) 1 ( 5.9) 17( 1ω) 

8 天井坊の凸凹継ぎ目白ずれ、はがれ縛 6( 54.6) 4( 36.4 ) 1( 9.1) 。(0 ) ll( 1∞) 

9 天井併白色むら、変色 2( 50.0 ) 2(ω.0 ) 。(0 ) 。(0 ) 4( 1∞) 

10 台所・浴室・洗面所・便所由タ4ル出は創れ桐れ 12( 25.6) 総(70.2) 2( 4.3) 。(0 ) 47( 1ω) 

11 浴室の洗い掴白木は吋trfl&ぃ 2(鈎 0) 2(切.0) 。(0 ) 。(0 ) 4( 1∞) 

12. lt具(ド7・ふす宜・忽軍事〉申申剖み、そり u( 28.6) 28(57.1) 7( 14.3) 。(0 ) 49( 1∞) 

18.建具(ドア・ふすま ・愈等}由開閉不良 22( 48.1 ) 25( 49.0 ) 4( 7.8) 。(0 ) 51( 1ω) 

14 ・居 ・鴨居のそ句・申がみ 3( 21.4 ) 5( 35.7 ) 5( 35.7) 1 ( 7.1) 14( 1∞) 

16. 91..且ぴ舛堕仕上げの凹凸継ぎ自由拘1、はがれ縛 1( 11.1 ) 5( 55.6 ) 3(認 3) 。(0 ) 9( 1∞) 

16. 91.蟹及び外壁仕よげ白色むら ・変色 2( 22.2 ) 5( 55.6) 2( 22.2) 。(0 ) 9( 100 ) 

17.舛!I&ぴ例i!l仕上白ヒピ帽lれ 5( 10.9 ) 総(71.7 ) 7( 16.2) 1 ( 2.2) 46( 1∞) 

18. III経由自量り捜し脱落 5( 28.8) 12(飽 2) 。(0 ) 2( 10，5) 19( 100 ) 

19 木節目虫喰い腐朽 6( 11.9 ) 18( 31.0) 1( 2.4) 3 ( 7.1) 42( 1∞) 

20 鉄白書び 7(濁.0) 16(“。) 1( 4.0) 1 ( 4.0) お(1∞)
21.雨戸由"閉不良 4(初白) 1S(筒.0) 2( 10.0 ) 1( 5.0) 20( 1∞) 

22 防虫綱の破れ ・はずれ 10( 41.7 ) 14(回.3) 。(0 ) 。(0 ) 24( 1∞) 

28 玄関ポーチ、テラス伺ヒピ寧lれ・はがれ 4( 28.6 ) 9(制.8) 1( 7.1) 。(0 ) 14( 1ω) 

24.木造町バルヨエー、ベランダ白鷹朽 6( 75.0 ) 1( 12.5) 1( 12.5) 。(0 ) 8( 1ω) 

26. :2!/タ リート由パルヨニ一回ヒピ割れ 2( 18.3) 10( 66.7 ) 3( 20.0) 。(0 ) 15( 1∞) 

26.笹田噛がみ ・暢" 。(0 ) 。(0 ) 。(0 ) 。(0 ) 。(0 ) 

27. :5穫のヒピ削れ 。(0 ) 2( 40.0 ) 1( 20.0) 2( 40.0) 5( 1ω) 

28 喧幌・天井から在雨もり 25( 48.1) 13( 25.0 ) 9( 17.3 ) 5( 9.6) 52( 1∞) 

29. ド7 ・窓から白水<1ljf入 8( 61.5) 2( 15.4 ) 3( 29.1 ) 。(0 ) 13( 1ω} 

80 康被やベランダ出水はけが患い 1( 12.6) S( 37.5) 3( 37.5 ) 1 ( 12.5) 自(100) 

31.緬からの水もれ・あふれ 9( 40.9 ) IS(ω1 ) 。(0 ) 。(0 ) 22( 1ω) 

82 室内の天井・墜に結露{窓I~吉ま在い) 。(0 ) 2(鎚 7) 。(0 ) 1 ( 38.3 ) 3( 100) 

88.押λれ白内.1<:結露 。(0 ) 1( 25.0) 2( 50.0 ) 1 (25.0) 4( 1∞) 

34 給水管等よりの水もれ 16(鈎 8) 2( 11.1 ) 。(0 ) 1(11.1) 1S( 1∞) 

85 緋水管等よりの水もれ 加(80.0) 6(初 0) 。(0 ) 。(01) 25( 1∞} 

36.緋水管出っさり ll( 47.8) 10( 48.5 ) 2( 8.7) 。(0 ) 29( 1ω} 

87.備え付吋由風呂釜・給湯器等の位置車 40( 81.6 ) 8( 16.3) 1( 2.0) 。(0 ) 49( 1ω) 

38 備え付吋凹冷暖房骨量器的政酒量 5( 55.6 ) 3( 38.3 ) 1( 11.1 ) 。(0 ) 9( 1ω) 

(14) 
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lFl杭に対する要求がきびしいからであろう。

5.補修後の状態評価

何らかの方法て'-JFl庇を補修した結果を居住者が如何に

評価しているかを求め， 表-36にまとめる。これより破

戒項目中.補修が容易なものと，難しいものとを知るこ

とができょう。補修がif易でない取筑のおもだった項目

を挙げると r敷居 ・鴨居のそり・ゆがみJ，r外壁および

外壁仕上げの凹凸 ・継ぎ自のずれ ・はがれ等J，r内壁お

よび内壁仕上げのひぴ押lれ」等，また例数は少いが「屋根

や tランダの水はけが悪いJ・rf甲入内の結露」等の項目も

無視できなし、。

第7輩結 論

1.本研究の成果

本研究は昨年度，主として大阪府下の住宅金融公庫対

象程度の住宅を調査対象として実施したもので，約350件

の回答を分析したものである。対象住宅のうち約%は 5

年の経年のあるものとして昭和48年度建築申訴の住宅を

採用したが，第 l次石油ショ γ クによる歪がlFHIEとして

表出し(特に分譲アパートおよびプレハブ住宅に著しい)，

lFl続発生の実態の見極めや，経年変化の追究に悪い影響

をあたえた。

しかし住宅椴統に関する詳細な調査研究としては殆ん

ど先例がなく，特に破庇項目別の住宅種類別発生率や暇

抗項目5J1jの居住者の主観的評価，入居者の破戒対処等に

関する諸資料は今後のこの方面の研究に寄与する所が大

であろう。また，集計件数がなお不足しているので精度

は低いけれども，鞍続発生に関する多くの重要な法則性

と考えられるものを予知することができた。たと えば，

畷続発生の経年変化では入居時が最大値を示し，1 -2 

年の経年て“最小lこなり 5年以降になると漸増して10年

後にはコンスタントの値に収倣すること.また住宅種類

別に考察すると最近のプレハブ住宅，次いで分譲アパー

トでは工業化の効果として破抗が少くなっていること，

さらに椴続量と住宅種類別，生産・供給方式別，単価ラ

ンク別との因果性を検すると，生産 ・供給方式における

建築設計事務所の関与する分が優れていること，単価全

体としては相関しているとは言い難いが.矢張り高価格

のランクのものでは暇庇が少いことが認められること等

である。

以上.本研究の成果の大略を述べたが，なS三本研究に

は多く の欠点がある。たとえば前~のように調査回答数

が不足していること.また居住者のlF1JiIEに対する応答の

精度が検証されていないこと等が挙げられよう。

2.本研究の今後の展開について
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1 )本基礎研究の追跡

本調査対象の住宅のJ1-Ys程度を無作為に嫡出し実地

調査をおこなう。これによって調査精度を検定し，住宅

種類別による椴庇指摘の強さを検定し係数化を試みたい。

また住居観との関係を追究したい。

2 )次期調査研究について

本調査研究における項目の整理をおこない.一部を削

除して，より回収率の高い調査を行う。また集計件数は

関東・北陸・関西 ・九州、|の地妓にわたり， 3500件以上と

することが望まれる。これによって精度の高い資料がえ

られることを期待するとともに，住宅施工の地域的特性

を把握することができょう。なお， lFl統補修の実態調査

においては，経費の記入をも求め， lfl続保証保険制度探

究の基礎的資料を得ることが望まれる。また，住宅の諸

要素との因果関係の定量化を明確にすべきである。

後
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1 )本研究は卒論学生，可児貴志子，島田和子.高田啓

子諸氏の協力を得た。相当面倒なアンケートに応じてい

ただいた調査対象住宅の世帯主諸氏に厚〈謝意を表する。

2 )本研究に関連して学会に口頭発表した分は下記のよ

うである。

① 著者等，住宅の椴庇に関する慕礎的研究(その1，取

戒の量的把握)，日本建築学会大会梗概集，1980. 9。

@ 著者等，問題(その2、椴庇発生の因果関係)，以下

同上。

③ 著者等，住宅の殺続に関する諮問題(その1，制度的

保証と入居者の希望)， 日本家政学会総会講演要旨集.

1980.10。

③ 著者等，問題(その2，対象住宅の現状と苦情処理)，

以下向上。

⑤ 著者等，問題 (その 3，lfl抗の種類別発生と経年変

Iじ)，日本家政学会関西支部講演要旨集， 1980.11。

⑥ 著者等.同題(その4，暇続程度に対する居住者の応

答と補修状況)，以下向上。
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1 )例え1:，松本恭治，外1，分譲住宅の欠陥と老化に
ついて.日本建築学会大会研報綬概.1976.10。 そ

の他単行本に多くの用例がある。

2 )例えば，吉野正治.外 1，建売住宅の灰色欠陥.京

都府大紀要， 1976。

3 )例えば.民間住宅建設合理化推進に関する調査研究

報告書，大阪府建築部建築指導課.1975.3。

(昭和55年11月13日受理)

(15) 



-144- 住 居 学

Summary 

We consider thatωme defects of a house under construction should not be avoided in general. because m叩 yworkers 

of various k.inds of technical fields joint together to build a house. ln ]apan. the finishment of construction has been 

required by dwellers inωfine degree as the traditional and manual work grade. but houses. which are ordered houses. 

ready.made houses. apartment houses and prefabricated houses. have been b山ltin more or less degree by industrial. 

izated building methods. Then the claim for houses defects has becomeぉ oneof consumer's problems 

Objectives of this thesis釘eto make out real situations of defects in ]apanese houses. to自ndsome rules with which 

the ap開ar叩 ceof each defect changes according to passage of year. and to research relations between defects and 

housing factors. 

3印加swersof our questionaire for rniddle class dwellers have been analized and next results have been gained ; 

1) Rate of house unit which has some defects is 91 %. 

2) Distribution of 41 kinds of house defects is generally known 

3) The defects grow maximum when houses are built. and decrease rninimum for 1 or 2 years. and then they in. 

crease step by step and grow to a constant level after nearly 10 years. 

4) Some relations are recognized between defects and housing factors. as the k.ind of houses. the housing system of 

product and supply. and the housing costs. 

(16) 


